
【５年「生き物調査」（講師：〇〇〇〇様・〇〇〇〇様・ＪＡ秋田おばこ職員様）】

11日に５年生は、ＪＡ秋田おばこさんが提供する食農教育の一環
として生き物調査を行いました。今年も秋田県自然史研究会の〇〇
〇〇様（昆虫などの生き物担当）とＪＡ秋田営農支援課の〇〇〇〇
様（植物担当）のお二人の専門家の方々からたくさんのことを教え
ていただき、子どもたちは、貴重な体験をすることができました。
先日、田植え体験をした田んぼ周辺では、美郷町の魚でもあるハ

リザッコ（イバラトミヨ）、オオヤマトンボやアキアカネのヤゴ、
水の上を走るように動く益虫のハシリグモなどの生き物やヘビが舌を出したような姿のカラス
ビシャクなど20数種の植物が見られました。子どもたちは今回の体験活動を通して、学校周
辺の環境は、多種多様な生き物が生息している里山のような素晴らしいものであることを実感
することができました。

12日には、大曲人権擁護委員協議会から〇〇〇〇様ら２名をお招き

して、１年生と６年生が、後庭の花壇に人権の花の苗植えを行いました。

今回植えた花は、ベゴニア、マリーゴールドとサルビア。花植えを終え

た６年生の〇〇〇〇さんからは、「心を込めて花植えをしたことを生か

して人と接する時も心を込めていきたい。」という感想が聞かれました。

今週、２年生から５年生まで子どもたちは、各学年で前庭や後庭の花壇に花の苗を植えまし

た。翌日から、朝にていねいに水やりをする姿が見られ、みんなでお花のお世話をしていこう

とする気持ちが伝わってきました。今年も子どもたちが思いやりをもって育てた花々が、校庭

いっぱいに咲き誇ることを楽しみにしています。
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ゆたかな心 かがやくひとみ

学校教育目標

子どもたちの経験を深める、外部講師を招いての体験活動⑤

花を植えることを通して相手を思いやる気持ちを！～人権の花苗植え～

産卵期のハリザッコ


